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シェルナースNEWS27号 -7-

　今年もＪＦ全漁連主催で「貝殻利用と豊かな海づくり研修会」を開催しました。その

中で、シェルナースとも関連の深い『貝殻を利用した沿岸域の物質循環促進技術』につ

いての講演内容をご紹介します。

　貝類や貝殻によって豊かな漁場が形成された事例は多数あり、

技術の研究も進んでいます。その成果は、ガイドラインとして

も公表されています。沿岸域の物質循環の促進のため、今後も

さらなる技術の進化に向けて、漁業者を含めた系統団体、行政、

研究機関、企業などが力を合わせて取り組むことが重要！！

貝殻を利用した沿岸域の物質循環促進技術

カキ殻を活用したモザイク状エコトーンの創生カキ殻を活用したモザイク状エコトーンの創生カキ殻を活用したモザイク状エコトーンの創生

エコトーンとは？
森と草原の境目など二つの異なる
環境がとなりあっている場所のこ
と。エコトーンには色々な生き物
が住み、生物多様性を高める上で
重要な役割を果たす。海中では干
潟や藻場などがエコトーンに当た
り、特にその縁には多くの魚介類
が生息する。

出典：ＮＰＯ法人里海づくり研究会議

岡山県が発行したガイドライン

ＮＰＯ法人里海づくり研究会議　理事・事務局長　田中 丈裕 氏

僕やシェルナースも

　一つのエコトーンなんだね！！




